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島根県総務部長
　　加松正利機

中図電力株式会社
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　　本部長　清水希茂

島根原子力発電所3号機建設工事エリアでの火災発生に対する再発防止対策

　　　　　　アクションブラン実施完了について（ご報鎌）

　平成21年6月25馨に発生した島根原子力発電所3号機建設工事エリアに

おける火災について，平成2i年6月291ヨ付け消防第1556号の申入れに

基づき，平成2i年7月9日に「島根漂子力発電湧3帰機建設工事エリアにお

ける火災について（ご圓答〉」　（醗原本広第66号〉により，原露調査結果お

よび再発防止対策についてご報告しておりますが，この度，再発防止鮒策アク

ションプランの実施が完了しましたので添付のとおりご報告いたします。

　今後は，再発防止蛸策をさらに強固にするために，自徳的かつ継続的な改善

に取り組んでまいります。

以　上

添　付

　島糧原子力発電萌3号機建設工事エリアでの火災発生（平成21年6弄l125鋤

に対する再発防止鮒策アクションプラン糞施完了報密について



島根源子力発電所3号機建設工事エリアでの火災発生（平成21年6月25檬）

に対する再発防止対策アクションプラン実施完了報皆について

表記について以事のとおり実施完了いたしましたので報告します。

1．実施完了臼 平成21年9月7馨

2・実施内容（詳細は刷紙参照〉

　（i）火災発生防止の対策

　　　a．危険物（塗料を含む〉を運搬する台車は落下防止ガード付としま

　　　　　した。また，万一転倒してもこぼれない密閉式の容器としました。

　　　b．塗装作業（運搬を含む）を行なう際は事前に火気使用籔断を確認

　　　　　し必要な防火対策を講じることとしました。

　　　c．防火管理者による定期パトロールの実施など安全管理を強化しま

　　　　　した．

　（2）火災発生時に迅速に通報するための嬉策

　　　a．火や煙を発見した場合（燃焼の痕跡を含む）は火災に該当するか

　　　　にかかわらず速やかに消防機関に通報することを周期・徹底しま

　　　　　した。

　　　b．土記をマニュアルに記載するとともに鯛人携構カードの配布，現

　　　　場掲示を行ない意識高揚を園りました。

　（3）工事関係煮への教奮調練

　　　a．今園の事象および危険物の取扱いに関する教育を行ないました。

　　　b．積極的に構報発信する意識高揚のためコンプライアンス教育を行

　　　　ないました。

以　　上



項 目

i　火災発生防止の対策

ほ）豊科運搬時の転倒防止対策の確実な実施

危陳物く塗料を含む｝運搬時の転倒防止対策
を確実に臼つ、i

／2）塗装俸業と火隻垂絹碓嶺の事前調整の確実ノ

a，塗装作桑実施時は隣接して行う火熱使屠
　　作榮がないか確認した上，火然使用作業
　轄とσ）事前調整｛こより確実な防火対策を

　行う，

b，塗装作業方法を鶴記し安全鮨導を行う。

｛3）　　ト謂一ル　現場巡視の実旛

塗装用資右オの運搬にも著目した／くトローノレと
舞鵬巡撹を手了う、一

3　機建暑エリアでの火災発生（H21．6．25）に・する再発　止・　アクションプラン（
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■■　21　　　　　　　　　実施篤所
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7月　　　　　　　　　　　　　　8

き皆報乗出は

アクションプラン

①以下を元請会社へ文書にて指ボすると共に建設所安全㌶畿会，
　陸域・海賊エ毒部会および請負煮安全協畿会において周知徽
　簸する．

　｛1｝危離物（塗料を會む〕を台車で運鍛する無には落下防
　　　　一止ガード付奮恵を使用する。

　｛2〕危険物（塗料を食む）運搬には万一転撰してもこぼれ
　　　　ない密湖式の容欝を捷摺する．

⑦「安全対柴仕搬書」等当社および元請会桂のマ三江アルに及
　　映しノレーーノレイヒする雪

雲旛

一①以下を元請会紘へ文馨にて指示甘ると共に建設承安全協餓会，
　陸域・海域鶯事部会および請負壽安全臨畿会において周知徽
　底する．

　　（i）塗装イ乍楽を妻施する購は上下を食む隣接エリア｛運搬
　　　　ルートを含む）での火気装用作業の有無を確臆する。
　　（2）火気使駕作業がある場合は，事龍調整を輿捷し防火対
　　　　策士必要な措垂直を講じる軍

　　　　（還纈ルートの変更，火無俘撫の中止等｝

2．火災発生縛に熱速1こ通報ずるための対策

｛1）火災発生時の消防署への迅速な通報

火や煙を発観した場合（燃焼の療跡を発見し
た場合も蕾む〕は，火災に骸嶺するか否かに
ついては遠やかに潰防署へ通報し確認を揚る
ことを社員および工審麗係音へ周知・徹蔵す
るIi

｛2）消防計再への斑映

火災時の迅速かつ的確な状況難搬と通報につ
いて元請会被を含めた体制を再確認し溝防誹
薩∫へ膜映する．

3．工事齢係者への教育・麟錬の輿雄

（工〕電験物取扱い作業に関する軟膏の実施

危験物取費し作業に聞する意識高搦を図るた
め，定甥的な赦育・指導を実施する．

②　安余雌黄仕様婁」算当杜および光謂会社のマニ」アルに反
　　映しルーノレ｛ヒする。

①作業予建表等によ・プ〔事納に擁装作業方法｛運搬を含む）に
　ついて確認寸言ると黄に安全性ぴ）観、線分当ら搬導を行う由

①定粥的よ　トローレ1痴んで　躍常の現場巡視　おレゴ　塗
　肇胴資樗の運搬にも善目して安全管理を実雄する。

①火災発生時の連絡先携帯カートに「火や煙を見たら邸遜報注
　の旨を総裁し全員に醒布する．

②「火や煙を見たら即通報」の旨を記載した掲示物を作成し，
　3号機建設エリア各所へ掲示する．

③「3写機擁係の工専等　おける災害発生時の通無連繕体潮」
　にガ火や煙を発見した場合1燃焼の痕跡を発見した場合も愈
　む｝は飾通報する」旨を龍載し3号機建設工事麗係者へ周知
　する，一

①「火や煙を発見した場合｛燃焼の癌跡を発見した場合も含量つ
　は，火災に該惑するか署力については遼やかに潰肪楼閣へ通
　報し確翼を得ること茎を漕防譜睡に明託する、
　また，嫡防計獲に定める元請会被を富めた通報体舗について
　再確認し必要な改善を実施する一

一①今囲の単数および対策について嘉被建置所一舜および元譲会社
　を紺激に研修余を行う慶

一②塗譲作業時　塗装溺資舞の運搬　保管時の火災発隻防止の窺
　点も含めた教育1法令教育，三災害毒劔教育，危験一予知シート

　を網いた敵背鰯を実施する、
（　）積極的な構報発信の意識高揚の責めの毒擁教育の実飽

工事醐係者、㎞対し積極的～†官報発信守るとい

う激職嵩婦のために，定期的な事鰐敏音を案
施する。

①縫合通念との離離により柱会的撹講を盤じた箏鮮導の教轡を
　定期的に行う．
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下　諺議会等iおレず周知　徹底〕オ
　①マ月膿臨時安全繍餓会開催
　③鵠9爵睦域・海域都会
　麟マ月圭磯請負暫安全協議会

●　｛当禰①「安全対策仕様書」改正機敏韻｝一艸胴29日鹿行
　　　　　　②「特認仕様窃一1改正（達筆譲｝一敗亙内容を作成し麗係繰に鑓示した→7月照日提示
　　　　　　③r特甥仕様婁一1改正｛±木譲｝
●　　（請負会社）講社改正仕様毒を踏まえて離係手類書を鯵烹するよう依頼した｛技術繰）
　　　　　　　　一岬月3Q頚安全対策仕様毒発信｛磯電各螺〕
　　　　　　　　→r月2娼特記倣様書発信健築繰｝
　　　　　　　　→倒2媚特別仕様書発信｛土木糊

下記賂簸会等　おレプ周知　徹底した
　①了一月　o日　臨時安全協議会開催

　②了月鰯陸域・海域蕊会
　③7月掲出請負者安全協纏会

◎　　｛当社｝①　 安全対策仕様書」　改正　｛機械繰）→了月　9臼施rゴ

　　　　　　②［特龍仕様書ま改憲（建築課）→改正内容を作威し雛保線に提琴した艸了月16欝提示
　　　　　　③「特訓仕様鋤改正｛土木課）
●　　｛請負会社〕当役改疋仕様欝を踏まえて醐係手順書を修盤するよう俵類した（技姫課｝
　　　　　　　　琳7月30日安全対策仕様書発億（機電各簾）
　　　　　　　　叫マ月桝目待肥仕様書登嬉（建築課）
　　　　　　　　触了月2姻特割仕様欝発信（上木縢）

■　 作業予定表等で事盲崩こ櫓装イ学業の季手無を確認し。蓮糠穂取振いに闘わる留意箏r項を溜尊した輩

　　1各課長等謝長，担当者）袖7月圭6日～7帰29環　　以後融常的に請負蛮挫に対する指導を実施申

　以下を日常的　実施中
◎　安全協吾義会で運搬に着目したパトロール（総務看累〕吋1回■月

　　一→ユニ事中の滴防計画改正7月31晦→防火管理者連絡会醐催8月3目一唱月26日よリノ｛トローソレ実施

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11回〆月〕
●　現場巡視時に運搬に塘目した安全管理を指導1各線叢神翻長，担当煮）
　　→　了月鶏日～7一月29睡　　　以後β常的に請負会歓に耕する捲導を輿地中

一〇　器枇と請負傘祉の防火管理者による合間パトロール（建設翫防火管理轡1

▽
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　　全員へ肥統

一
● 携帯カート作成（建設所防火管理者）→了月1撚技箭課へ送付1マ月3｝田野跨置映分再送付〕
艸8月末まで炉全員へ配蒲（技膨躁）

●　現場掲一旗シート作成1建設斯防一壷管理者）r7月貸珊技術無へ送付｛7月3｝口写跨反映分再浩付〕
　　唖8月末までに現矯へ描示（技術無〕

■　　f連絡体嗣j変更および龍係者周知・送付｛技辮課）一→s一月。麟睡域・梅峨部会にて醗布

●
●4
毘
▼
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改

　
懐
　
要

「3号機工事中における消防群遊i」の改憲検討｛技術課，建設勝防火管理暫｝→7月31目立案，
「異常事象発奮時の鵡応要領」の敬遡検討（按観課，建設勝防火管理暫コ
ー・9月4臼　異常事錬発生蹄の対応要蟻1改正｛焦げ跡発見時の対痔追綱

8月姻届紺

≒
壽管理者

　　▼

了月1細～7月2頭各眼長に．亘り建設騰貴教育を実施した
了月16掴元請会社安全貰睡轡を集めて教育を異施した

　以後毎駕1回継続的　輿地寸■
●　法令，条例，安全教育資料等を場いた繰鍛教育1各議長〕州7月鳩目～7一月29曙実施
●　請負会社¶墨髭教育を敏頚（技術課｝　了月16韓請負者安全協齢会”蟹頼　9飼2日教青縞r

　　　　　　　　　　　　　以後毎年1簿継続的　実施酵る

一：蕊姦擬欝講霧黛肇欝遡繰為難者｛副醸D，鵬魏
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→　対課員（各議長）一弔月7目軟膏終了

別　　紙

社会試株力量韓中
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